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私たちの町を守る消防団 !

筑前町議会だより CHIKUZEN
GIKAI DAYORI

バックナンバー
はこちらから
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2025.５

　戦
後
80
年
。私
の
実
家
が
あ
る
安
野

は
当
時
大
刀
洗
北
飛
行
場
で
、祖
父
は

戦
後
の
開
拓
で
入
植
さ
れ
た
28
戸
の
う

ち
の
一
人
で
し
た
。滑
走
路
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
上
に
家
も
牛
舎
も
あ
り
ま

す
。子
供
の
頃
は
祖
母
か
ら
よ
く
当
時

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
若
い
う
ち
の
苦

労
は
買
っ
て
で
も
」の
言
葉
が
記
憶
に
あ

り
ま
す
。３
月
22
日
は
筑
前
町
20
周
年

で
し
た
。普
段
気
づ
か
な
い
先
人
た
ち

や
、身
近
な
方
の
働
き
の
上
に
現
在
の

我
々
の
生
活
が
あ
り
ま
す
。時
に
は
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　暑
さ
寒
さ
は
毎
年
あ
る
が
今
を
頑

張
る
私
た
ち
。
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新議会体制
臨時会・3月定例会
予算審査特別委員会
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P14～

年４回発行
５月・８月・11月・２月 「消防団と一緒に町の安全・安心を守りましょう！」

火災・災害は常に突然身近に起こります。
常日頃から防災意識をもちましょう。

　表紙は2025年1月26日（日）に実施されました「文
化財防火デー模擬訓練」（栗田区松峡八幡宮境内）の
様子です。
　近年消防団員数が減少している中で消防団員（女
性消防団員を含め）の皆さんは「自分たちの町は自分
たちで守るという」理念のもと日夜仕事に従事しなが
ら地域のために火災や災害に活動されています。
　皆さんの近くで火災や災害が起きたら、一早く駆
けつけてくれる消防車・消防団員は頼りの綱です。
　現在、定員が290名に対し219名（令和7年2月現
在）と人員不足の中、奮闘しております。

　戦争の悲惨さと平和の大切さを後世に語り継ぐ町として、大刀
洗飛行場の戦跡である掩体壕（筑前町高上）の整備を行い令和7
年3月24日に落成式が行われました。平和のメッセージを発信す
る拠点として大刀洗平和記念館（平成21年開館）に次ぐ施設で、
多くの犠牲のうえに今日の平和があることを感謝し、今後も平和
を願う町としてあり続ける事を願うものです。

令和６年度幹部の皆さん

※掩体壕（えんたいごう）とは太平洋戦争中、敵の攻撃から飛行機、
物資や人員を守るための施設で当町の掩体壕はかまぼこ型の屋
根がある有蓋掩体壕であり、大刀洗飛行場の軍用飛行機を格納
していた施設。

ゆうがいえんたいごう

松﨑  博美さん
まつざき ひろ み

班　長

組坂  孝治さん
くみさか こう じ

指令長
藤井  勝さん
ふじ い まさる

団　長

金子  毅さん
かね こ つよし

司令長

古賀  武人さん
こ が たけ と

副団長

飯田  翔子さん
いい だ しょうこ

副班長

掩体壕落成式
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　議
長
就
任
に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　令
和
七
年
、今
年
は
巳
年
で
す
。ご
承

知
の
通
り
、ヘ
ビ
は
脱
皮
を
繰
り
返
し
な

が
ら
成
長
す
る
こ
と
か
ら「
再
生
や
変

化
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、柔
軟
に
発
展

し
て
い
く
」年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　奇
し
く
も
本
町
は
、本
年
三
月
合
併

二
十
周
年
を
迎
え
、同
時
に
新
た
な
扉

を
開
く
一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
も
あ
り

ま
す
。

　さ
て
、ま
こ
と
に
小
さ
な
二
つ
の
町
が

一つ
に
な
り
、筑
前
町
が
誕
生
し
て
二
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
間
、町
で
は

多
く
の
事
業
に
取
り
組
み
、生
活
環
境
・

教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、本
町
の
秋
の
風
物
詩
と
な
っ
た
、

巨
大
わ
ら
か
が
し
は
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

に
認
定
さ
れ
、今
や
わ
が
町
は
全
国
的

に
も
元
気
の
あ
る
町
と
し
て
高
い
評
価

を
得
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、多
く
の
自
治
体
を
取
り
巻
く
状

況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。と
り
わ

け
、今
日
で
は
二
〇
二
五
年
問
題
が
顕

在
化
し
、超
高
齢
化
・
人
口
減
少
・
小
家

族
化
が
同
時
進
行
す
る
大
き
な
対
応
に

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
に

こ
そ
、住
民
に
も
っ
と
も
身
近
な
存
在
で

あ
る
議
会
こ
そ
が
、そ
の
真
価
を
問
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　議
長
就
任
に
あ
た
り
、心
機
一
転
、町

民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
ま
す

よ
う
日
々
精
進
に
努
め
、今
後
と
も
、皆

さ
ま
の
代
弁
者
と
し
て
の
責
任
と
使
命

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　結
び
に
、本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、健
や
か
で
幸
多
き
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
議

長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
七
年
三
月

筑
前
町
議
会
議
長
　石
丸 
時
次
郎

合
併
二
十
周
年
を
機
に・・・

～ 新 議 長 の 紹 介 ～
令和７年２月３日第１回臨時議会において、石丸時次郎議員が議長に就任いたしました。

各常任委員会・広報特別委員会の新体制がスタートしました

　町民の皆様には、日頃から筑前町議会の活動に対しまして、ご理解、ご協力を賜り厚く
お礼申し上げます。
　議員一同、気持ちも新たに、筑前町の問題解決に取り組んでまいります。
　

議長　石丸 時次郎

写真右から
◇石丸　時次郎
　原口　博文
○柳　　雅明
◎寺原　裕明
　河内　直子
　原田　　宏

「飛耳長目」
ひ じ ちょう もく

議会運営委員会

写真右から
　木村　和彦
◇石丸　時次郎
○原口　博文
◎柳　　雅明
　池松　和彦
　山本　一洋

総務建設常任委員会

　常に、情報を収集し、将来の判
断材料とする。という意味です。
私たちの活動目的はこのように
常に前を向き、町の将来のため
に、また住民の皆さんにとってど
うすれば良いかを常に考えること
を念頭に、活動していきます。
　吉田松陰曰く、「体は私なり、心
は公なり」と。

　議会運営委員会は、年４回行
われる定例会及び必要に応じて
随時行われる臨時会の会期や
議案の取り扱いなど、町議会を円
滑に、かつ効率的に運営するた
めの協議機関です。また、町民等
から提出された請願や陳情の審
査も行っています。
　これからも住民の皆様の負託
に応えることができますよう、取り
組んで参ります。

「周知徹底」
しゅう ち てっ てい写真右から

　原口　博文
　石橋　里美
◎池松　和彦
○原田　邦男
　河内　直子
　原田　　宏

※ ◎委員長　○副委員長　◇オブザーバー

議会広報特別委員会

　前例に捕らわれず、議会とは？
議員とは？を分かりやすく、町政
の現在地を町民の皆様にお伝え
します。

写真右から
　石橋　里美
　奥村　忠義
○原田　　宏
◎河内　直子
　原田　邦男
　山本　久矢
◇寺原　裕明

文教厚生常任委員会 　２年間の委員任期が終わり、
新しい文教厚生常任委員会が
発足しました。
　委員会が担当する課は、福
祉・教育・環境・健康等、生活に
密着した関係がほとんどです。
　委員一同、町民の皆さまの生
活向上のため、暮らしを守るた
め、力を合わせて頑張ります。
　お困りごとがありましたら、是
非、議員にご相談下さい。町民の
方の目線にたって、問題解決に
向け取り組んで参ります。
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時
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合
併
二
十
周
年
を
機
に・・・

～ 新 議 長 の 紹 介 ～
令和７年２月３日第１回臨時議会において、石丸時次郎議員が議長に就任いたしました。

各常任委員会・広報特別委員会の新体制がスタートしました

　町民の皆様には、日頃から筑前町議会の活動に対しまして、ご理解、ご協力を賜り厚く
お礼申し上げます。
　議員一同、気持ちも新たに、筑前町の問題解決に取り組んでまいります。
　

議長　石丸 時次郎

写真右から
◇石丸　時次郎
　原口　博文
○柳　　雅明
◎寺原　裕明
　河内　直子
　原田　　宏

「飛耳長目」
ひ じ ちょう もく

議会運営委員会

写真右から
　木村　和彦
◇石丸　時次郎
○原口　博文
◎柳　　雅明
　池松　和彦
　山本　一洋

総務建設常任委員会

　常に、情報を収集し、将来の判
断材料とする。という意味です。
私たちの活動目的はこのように
常に前を向き、町の将来のため
に、また住民の皆さんにとってど
うすれば良いかを常に考えること
を念頭に、活動していきます。
　吉田松陰曰く、「体は私なり、心
は公なり」と。

　議会運営委員会は、年４回行
われる定例会及び必要に応じて
随時行われる臨時会の会期や
議案の取り扱いなど、町議会を円
滑に、かつ効率的に運営するた
めの協議機関です。また、町民等
から提出された請願や陳情の審
査も行っています。
　これからも住民の皆様の負託
に応えることができますよう、取り
組んで参ります。

「周知徹底」
しゅう ち てっ てい写真右から

　原口　博文
　石橋　里美
◎池松　和彦
○原田　邦男
　河内　直子
　原田　　宏

※ ◎委員長　○副委員長　◇オブザーバー

議会広報特別委員会

　前例に捕らわれず、議会とは？
議員とは？を分かりやすく、町政
の現在地を町民の皆様にお伝え
します。

写真右から
　石橋　里美
　奥村　忠義
○原田　　宏
◎河内　直子
　原田　邦男
　山本　久矢
◇寺原　裕明

文教厚生常任委員会 　２年間の委員任期が終わり、
新しい文教厚生常任委員会が
発足しました。
　委員会が担当する課は、福
祉・教育・環境・健康等、生活に
密着した関係がほとんどです。
　委員一同、町民の皆さまの生
活向上のため、暮らしを守るた
め、力を合わせて頑張ります。
　お困りごとがありましたら、是
非、議員にご相談下さい。町民の
方の目線にたって、問題解決に
向け取り組んで参ります。
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臨時会
１２月２７日の１日間の日程で開催。
議案８件のうち、給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定５件等が提案され、審議
の結果承認、可決した。

令和6年第4回12/27
（金）

臨 時 会
２月３日の１日間の日程で開催。
議案４件が提案され、審議の結果承認、可決
した。

令和7年第1回2/3
（月）

6200万円

配付用新米購入契約の一部を変更

変更前
8184万円変更後

173億789万円
2億5332万円増額令和6年度一般会計補正予算 （第７号）

補正後の総額

34億6652万円
204万円増額令和６年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

補正後の総額

13億8809万円
171万円増額令和6年度筑前町下水道事業会計補正予算（第２号）　　

補正後の総額

173億1989万円
1200万円増額令和6年度一般会計補正予算 （第８号）

補正後の総額

174億1723万円
9734万円増額令和6年度一般会計補正予算 （第９号）　

補正後の総額

１億９８００万円

工事請負契約の一部を変更
筑前町戦跡保存整備工事
変更前

１億９９２４万円変更後

3月定例会
３月３日から１４日の１２日間の日程で開催。
諮問１件、同意３件、承認１件、議案３１件、発議1件が提案され、
審議の結果原案のとおり可決した。主な議案は以下のとおり。

一般会計補正予算（第10号）
6億265万円を減額

補正後の予算総額 ：168億1458万円
補正予算の主なもの

２億３３９９万円の増◆財政調整基金・公共施設等整備基金
地方財政法に基づく令和５年度余剰金の２分の１の積立及び町有地・町有林木材売上を基金に積立てる
もの

３億4958万円の減
◆畜産・酪農収益力強化整備等
　特別対策事業補助金
国の要綱改定により、櫛木に建設中の畜産団地の事業者への補助金を減額するもの

３億５７５０万円
５億円

１億６９２万円
５５２６万円

◆繰　越
　・コスモスプラザ空調熱源改修事業
　・畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
　・峯古野池浚渫事業
　・低所得者支援事業

条例の制定・改正（主なもの）
・筑前町自転車等の放置防止に関する条例の制定（令和7年４月１日施行）
　　自転車等の放置を防止することにより、生活環境の確保、町の美観維持、公共の福祉の増進に
　寄与することを目的とするもの。
・筑前町立大刀洗平和記念館条例の一部を改正（令和７年４月１日施行）
　　掩体壕見学ガイド機器（タブレット）の使用料（1台３００円）を定めるもの。

◆人権擁護委員(再任)
た なか ふ く み

田中　富久美　氏
◆監査委員

おく むら ただ よし

奥村　忠義　氏

◆固定資産評価審査委員会委員(再任)
み うら わたる

三浦　航　氏
◆教育委員会委員

くわ の たい ぞう

桒野　泰三　氏

新人事の紹介



4筑前議会だより（76号）

新
議
会
体
制

臨
時
会・定
例
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会
議
決
結
果・議
会
活
動

一
般
質
問

高
校
生
議
会

筑前議会だより（76号）5

新
議
会
体
制

臨
時
会・定
例
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会
議
決
結
果・議
会
活
動

一
般
質
問

高
校
生
議
会

臨時会
１２月２７日の１日間の日程で開催。
議案８件のうち、給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定５件等が提案され、審議
の結果承認、可決した。

令和6年第4回12/27
（金）

臨 時 会
２月３日の１日間の日程で開催。
議案４件が提案され、審議の結果承認、可決
した。

令和7年第1回2/3
（月）

6200万円

配付用新米購入契約の一部を変更

変更前
8184万円変更後

173億789万円
2億5332万円増額令和6年度一般会計補正予算 （第７号）

補正後の総額

34億6652万円
204万円増額令和６年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

補正後の総額

13億8809万円
171万円増額令和6年度筑前町下水道事業会計補正予算（第２号）　　

補正後の総額

173億1989万円
1200万円増額令和6年度一般会計補正予算 （第８号）

補正後の総額

174億1723万円
9734万円増額令和6年度一般会計補正予算 （第９号）　

補正後の総額

１億９８００万円

工事請負契約の一部を変更
筑前町戦跡保存整備工事
変更前

１億９９２４万円変更後

3月定例会
３月３日から１４日の１２日間の日程で開催。
諮問１件、同意３件、承認１件、議案３１件、発議1件が提案され、
審議の結果原案のとおり可決した。主な議案は以下のとおり。

一般会計補正予算（第10号）
6億265万円を減額

補正後の予算総額 ：168億1458万円
補正予算の主なもの

２億３３９９万円の増◆財政調整基金・公共施設等整備基金
地方財政法に基づく令和５年度余剰金の２分の１の積立及び町有地・町有林木材売上を基金に積立てる
もの

３億4958万円の減
◆畜産・酪農収益力強化整備等
　特別対策事業補助金
国の要綱改定により、櫛木に建設中の畜産団地の事業者への補助金を減額するもの

３億５７５０万円
５億円

１億６９２万円
５５２６万円

◆繰　越
　・コスモスプラザ空調熱源改修事業
　・畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
　・峯古野池浚渫事業
　・低所得者支援事業

条例の制定・改正（主なもの）
・筑前町自転車等の放置防止に関する条例の制定（令和7年４月１日施行）
　　自転車等の放置を防止することにより、生活環境の確保、町の美観維持、公共の福祉の増進に
　寄与することを目的とするもの。
・筑前町立大刀洗平和記念館条例の一部を改正（令和７年４月１日施行）
　　掩体壕見学ガイド機器（タブレット）の使用料（1台３００円）を定めるもの。

◆人権擁護委員(再任)
た なか ふ く み

田中　富久美　氏
◆監査委員

おく むら ただ よし

奥村　忠義　氏

◆固定資産評価審査委員会委員(再任)
み うら わたる

三浦　航　氏
◆教育委員会委員

くわ の たい ぞう

桒野　泰三　氏

新人事の紹介



6筑前議会だより（76号）

新
議
会
体
制

臨
時
会・定
例
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会
議
決
結
果・議
会
活
動

一
般
質
問

高
校
生
議
会

筑前議会だより（76号）7

新
議
会
体
制

臨
時
会・定
例
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会
議
決
結
果・議
会
活
動

一
般
質
問

高
校
生
議
会

寺原  裕明  委員長

問

　帯
状
疱
疹
予
防
接
種
は
何
人

分
を
計
上
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

令
和
６
年
度
の
実
績
は
。

答

　生
ワ
ク
チ
ン
１
５
０
人
、不
活

化
ワ
ク
チ
ン
４
５
０
人
分
を
計
上
し

て
い
る
。令
和
６
年
度
の
実
績
は
、

合
計
で
２
４
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（健
康
課
長
）

健
　康

問

　新
し
い
保
育
所
の
開
設
で
、

待
機
児
童
は
解
消
さ
れ
る
の
か
。

答

　国
の
待
機
児
童
の
規
定
で
あ

れ
ば
解
消
と
な
る
が
、特
定
の
保
育

所
を
希
望
、育
児
休
暇
等
を
含
め

る
と
解
消
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　（こ
ど
も
課
長
）

問

　学
校
給
食
費
物
価
高
騰
対
策

支
援
金
の
補
助
率
は
。

答

　食
材
等
の
高
騰
に
よ
る
保
護

者
の
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

各
小
中
学
校
給
食
費
の
半
額
を
補

助
す
る
。
　
　
　
　
　（
教
育
課
長
）

子
育
て
支
援

問

　地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

策
定
の
令
和
７
年
度
の
取
組
は
。

答

　地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

は
、事
務
事
業
編
と
区
域
施
策
編

が
あ
り
、事
務
事
業
編
は
公
共
施

設
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
削
減
計
画

で
あ
り
既
に
策
定
。令
和
７
年
度
は

区
域
施
策
編
・
町
内
か
ら
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
計
画
を
策

定
す
る
。
　
　
　（
環
境
防
災
課
長
）

問

　資
源
ご
み
等
分
別
収
集
施
設

整
備
補
助
金
は
１
０
０
万
円
で
足

り
る
の
か
。

答

　現
在
、一つ
の
行
政
区
か
ら
改

修
の
相
談
が
あ
っ
て
い
る
が
、事
業

費
は
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　（環
境
防
災
課
長
）

環
　境

問

　町
営
住
宅
管
理
の
工
事
の
内

容
は
。

答

　各
団
地
の
改
修
工
事
及
び
給

湯
器
・
給
湯
管
の
改
修
・
交
換
を
行

う
。
　
　
　
　
　（
都
市
計
画
課
長
）

住
　宅

問

　い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
実
施
地

区
及
び
参
加
者
数
は
。ま
た
野
外

活
動
の
範
囲
に
制
限
が
あ
る
よ
う

だ
が
。

答

　い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
33
地
区
で

実
施
さ
れ
約
５
千
人
が
参
加
さ
れ

て
い
る
。野
外
活
動
の
範
囲
に
特
に

制
限
は
設
け
て
い
な
い
が
、利
用
者

の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
あ
る
程

度
エ
リ
ア
を
設
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（福
祉
課
長
）

問

　老
人
保
護
措
置
事
業
は
ど
の

よ
う
な
補
助
を
し
て
い
る
の
か
。

答

　65
歳
以
上
の
方
で
、虐
待
等

環
境
上
の
問
題
・
経
済
的
理
由
で

家
で
擁
護
が
困
難
な
場
合
、施
設

入
所
に
よ
り
保
護
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　（福
祉
課
長
）

福
　祉

問

　工
業
団
地
の
売
却
先
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

答

　令
和
７
年
度
に
公
募
を
実
施

し
売
却
先
を
決
め
る
。

　
　
　
　
　
　（都
市
計
画
課
長
）

企
業
誘
致

問

　教
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
は
何
台

購
入
す
る
の
か
。今
後
の
計
画
は
。

答

　令
和
７
年
度
は
15
台
を
予

定
。パ
ソ
コ
ン
は
５
年
を
目
途
に
更

新
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（教
育
課
長
）

問

　ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
教
育
を
。　

答

　令
和
７
年
度
に
夜
須
中
学

校
・
三
輪
中
学
校
で
各
１
日
、英
会

話
コ
ー
ス
を
行
う
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（教
育
長
）

教
　育

問

　令
和
７
年
は
戦
後
80
年
の
節

目
の
年
で
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
企

画
を
考
え
て
い
る
の
か
。　

答

　令
和
６
年
度
に
整
備
を
し
た
、

掩
体
壕
を
拠
点
と
し
た
フィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
企
画
展
で
イ
ベン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
し
、平
和
を
発
信
し
て

い
く
。 

（
大
刀
洗
平
和
記
念
館
長
）

大
刀
洗
平
和
記
念
館

職
員
定
員
管
理

ふ
る
さ
と
納
税

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
、質

疑
応
答
の一部
を
紹
介
し
ま
す

～予算審査特別委員会～
令和7年度 一般会計予算

総額　153億1498万円
令和７年度は町長選挙（４月13日執行）のため骨格予算となった
が、対前年度比３億２２５９万円増の過去最高額となった。

問

　正
規
職
員
の
数
は
増
え
ず

に
、会
計
年
度
職
員
が
増
え
て
い

る
。近
年
の
推
移
と
今
後
の
正
規

職
員
の
定
員
管
理
計
画
は
。　

答

　会
計
年
度
職
員
は
令
和
５
年

度
か
ら
13
人
増
え
て
い
る
。正
規
職

員
に
つ
い
て
は
、定
員
管
理
計
画
を

昨
年
７
月
に
見
直
し
、今
後
２
０
０

人
を
ベ
ー
ス
と
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　

　（総
務
課
長
）

問

　ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
額
を

令
和
６
年
度
よ
り
５
千
万
円
下
げ

て
い
る
が
、納
税
額
を
増
や
す
た

め
新
し
い
返
礼
品
は
開
発
し
た
の

か
。ま
た
、そ
の
成
果
は
。

答

　特
産
品
の
卵
関
係
と
米
関
係

商
品
を
増
や
し
た
。今
年
度
は
、米

不
足
も
あ
り
米
関
係
が
人
気
で

あ
っ
た
。
　
　
　
　
　（企
画
課
長
）

　
　
　

予 算 の 主 な も の

１２億４７９４万円
保育所等運営委託料

２億２１５４万円
保育所等整備事業補助金

1億3517万円
成人定期予防接種事業

１３７５万円
使用済紙おむつリサイクル事業
各種予防接種委託料、帯状疱疹予防接種助成

新規の使用済紙おむつリサイクル事業の費用各新設される民間保育所事業者の補助金

民間保育所等への運営委託料

５２０６万円
水田農業担い手機械導入支援事業

農業者育成のため機械・施設整備等を支援

１億２６１１万円
多面的機能支払交付金

農業・農村の多面的機能の維持保全活動への補助

5886万円
活力ある高収益型園芸産地育成事業

園芸の生産額増額のための施設・経費への補助

６４５３万円
水田農業ＤⅩ推進事業

デジタル技術を活用した施設・機械等の経費補助

7199万円
中牟田小学校学童保育所新築工事

児童数の増加により学童保育所を新築

7515万円
学校給食費物価高騰対策支援金

学校給食費の半額を支援するもの

３７８６万円
学校体育館空調設備設計

小中学校体育館へ空調設備導入計画のための設計

３３４５万円
三輪小学校ランチルーム空調設備更新

老朽化に伴う設備の更新



6筑前議会だより（76号）

新
議
会
体
制

臨
時
会・定
例
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会
議
決
結
果・議
会
活
動

一
般
質
問

高
校
生
議
会

筑前議会だより（76号）7

新
議
会
体
制

臨
時
会・定
例
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会
議
決
結
果・議
会
活
動

一
般
質
問

高
校
生
議
会

寺原  裕明  委員長

問

　帯
状
疱
疹
予
防
接
種
は
何
人

分
を
計
上
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

令
和
６
年
度
の
実
績
は
。

答

　生
ワ
ク
チ
ン
１
５
０
人
、不
活

化
ワ
ク
チ
ン
４
５
０
人
分
を
計
上
し

て
い
る
。令
和
６
年
度
の
実
績
は
、

合
計
で
２
４
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（健
康
課
長
）

健
　康

問

　新
し
い
保
育
所
の
開
設
で
、

待
機
児
童
は
解
消
さ
れ
る
の
か
。

答

　国
の
待
機
児
童
の
規
定
で
あ

れ
ば
解
消
と
な
る
が
、特
定
の
保
育

所
を
希
望
、育
児
休
暇
等
を
含
め

る
と
解
消
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　（こ
ど
も
課
長
）

問

　学
校
給
食
費
物
価
高
騰
対
策

支
援
金
の
補
助
率
は
。

答

　食
材
等
の
高
騰
に
よ
る
保
護

者
の
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

各
小
中
学
校
給
食
費
の
半
額
を
補

助
す
る
。
　
　
　
　
　（
教
育
課
長
）

子
育
て
支
援

問

　地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

策
定
の
令
和
７
年
度
の
取
組
は
。

答

　地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

は
、事
務
事
業
編
と
区
域
施
策
編

が
あ
り
、事
務
事
業
編
は
公
共
施

設
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
削
減
計
画

で
あ
り
既
に
策
定
。令
和
７
年
度
は

区
域
施
策
編
・
町
内
か
ら
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
計
画
を
策

定
す
る
。
　
　
　（
環
境
防
災
課
長
）

問

　資
源
ご
み
等
分
別
収
集
施
設

整
備
補
助
金
は
１
０
０
万
円
で
足

り
る
の
か
。

答

　現
在
、一つ
の
行
政
区
か
ら
改

修
の
相
談
が
あ
っ
て
い
る
が
、事
業

費
は
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　（環
境
防
災
課
長
）

環
　境

問

　町
営
住
宅
管
理
の
工
事
の
内

容
は
。

答

　各
団
地
の
改
修
工
事
及
び
給

湯
器
・
給
湯
管
の
改
修
・
交
換
を
行

う
。
　
　
　
　
　（
都
市
計
画
課
長
）

住
　宅

問

　い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
実
施
地

区
及
び
参
加
者
数
は
。ま
た
野
外

活
動
の
範
囲
に
制
限
が
あ
る
よ
う

だ
が
。

答

　い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
33
地
区
で

実
施
さ
れ
約
５
千
人
が
参
加
さ
れ

て
い
る
。野
外
活
動
の
範
囲
に
特
に

制
限
は
設
け
て
い
な
い
が
、利
用
者

の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
あ
る
程

度
エ
リ
ア
を
設
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（福
祉
課
長
）

問

　老
人
保
護
措
置
事
業
は
ど
の

よ
う
な
補
助
を
し
て
い
る
の
か
。

答

　65
歳
以
上
の
方
で
、虐
待
等

環
境
上
の
問
題
・
経
済
的
理
由
で

家
で
擁
護
が
困
難
な
場
合
、施
設

入
所
に
よ
り
保
護
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　（福
祉
課
長
）

福
　祉

問

　工
業
団
地
の
売
却
先
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

答

　令
和
７
年
度
に
公
募
を
実
施

し
売
却
先
を
決
め
る
。

　
　
　
　
　
　（都
市
計
画
課
長
）

企
業
誘
致

問

　教
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
は
何
台

購
入
す
る
の
か
。今
後
の
計
画
は
。

答

　令
和
７
年
度
は
15
台
を
予

定
。パ
ソ
コ
ン
は
５
年
を
目
途
に
更

新
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（教
育
課
長
）

問

　ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
教
育
を
。　

答

　令
和
７
年
度
に
夜
須
中
学

校
・
三
輪
中
学
校
で
各
１
日
、英
会

話
コ
ー
ス
を
行
う
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（教
育
長
）

教
　育

問

　令
和
７
年
は
戦
後
80
年
の
節

目
の
年
で
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
企

画
を
考
え
て
い
る
の
か
。　

答

　令
和
６
年
度
に
整
備
を
し
た
、

掩
体
壕
を
拠
点
と
し
た
フィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
企
画
展
で
イ
ベン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
し
、平
和
を
発
信
し
て

い
く
。 

（
大
刀
洗
平
和
記
念
館
長
）

大
刀
洗
平
和
記
念
館

職
員
定
員
管
理

ふ
る
さ
と
納
税

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
、質

疑
応
答
の一部
を
紹
介
し
ま
す

～予算審査特別委員会～
令和7年度 一般会計予算

総額　153億1498万円
令和７年度は町長選挙（４月13日執行）のため骨格予算となった
が、対前年度比３億２２５９万円増の過去最高額となった。

問

　正
規
職
員
の
数
は
増
え
ず

に
、会
計
年
度
職
員
が
増
え
て
い

る
。近
年
の
推
移
と
今
後
の
正
規

職
員
の
定
員
管
理
計
画
は
。　

答

　会
計
年
度
職
員
は
令
和
５
年

度
か
ら
13
人
増
え
て
い
る
。正
規
職

員
に
つ
い
て
は
、定
員
管
理
計
画
を

昨
年
７
月
に
見
直
し
、今
後
２
０
０

人
を
ベ
ー
ス
と
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　

　（総
務
課
長
）

問

　ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
額
を

令
和
６
年
度
よ
り
５
千
万
円
下
げ

て
い
る
が
、納
税
額
を
増
や
す
た

め
新
し
い
返
礼
品
は
開
発
し
た
の

か
。ま
た
、そ
の
成
果
は
。

答

　特
産
品
の
卵
関
係
と
米
関
係

商
品
を
増
や
し
た
。今
年
度
は
、米

不
足
も
あ
り
米
関
係
が
人
気
で

あ
っ
た
。
　
　
　
　
　（企
画
課
長
）

　
　
　

予 算 の 主 な も の

１２億４７９４万円
保育所等運営委託料

２億２１５４万円
保育所等整備事業補助金

1億3517万円
成人定期予防接種事業

１３７５万円
使用済紙おむつリサイクル事業
各種予防接種委託料、帯状疱疹予防接種助成

新規の使用済紙おむつリサイクル事業の費用各新設される民間保育所事業者の補助金

民間保育所等への運営委託料

５２０６万円
水田農業担い手機械導入支援事業

農業者育成のため機械・施設整備等を支援

１億２６１１万円
多面的機能支払交付金

農業・農村の多面的機能の維持保全活動への補助

5886万円
活力ある高収益型園芸産地育成事業

園芸の生産額増額のための施設・経費への補助

６４５３万円
水田農業ＤⅩ推進事業

デジタル技術を活用した施設・機械等の経費補助

7199万円
中牟田小学校学童保育所新築工事

児童数の増加により学童保育所を新築

7515万円
学校給食費物価高騰対策支援金

学校給食費の半額を支援するもの

３７８６万円
学校体育館空調設備設計

小中学校体育館へ空調設備導入計画のための設計

３３４５万円
三輪小学校ランチルーム空調設備更新

老朽化に伴う設備の更新



（反対討論）河内：長い間の担当者の努力によって、貸付金額もようやく１億円を下回り、
債務者も50人を下回ったが、平成28年度には終了していなければならない事業であ
り、新たな担当者の大きな負担となる。法的措置も含めた対応をすべきであり、早期完
了を目指すべきである。
（賛成討論）池松：新年度予算は、専門知識を持つ弁護士や収納対策アドバイザーの活用
と、面談による納付計画の見直しなどに必要なものであり、貸付金の早期回収のために
効果的かつ適正な予算である。

8筑前議会だより（76号）

新
議
会
体
制

臨
時
会・定
例
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会
議
決
結
果・議
会
活
動

一
般
質
問

高
校
生
議
会

筑前議会だより（76号）9

新
議
会
体
制

臨
時
会・定
例
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会
議
決
結
果・議
会
活
動

一
般
質
問

高
校
生
議
会

議 決 結 果
議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　裕
明

河
内
　直
子

山
本
　久
矢

奥
村
　忠
義

山
本
　一
洋

柳
　
　雅
明

石
橋
　里
美

木
村
　和
彦

原
田
　
　宏

原
口
　博
文

池
松
　和
彦

原
田
　邦
男

議長　石丸時次郎は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

区
分

審
議
結
果

令和7年第1回定例会

筑前町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条
例の制定

筑前町公益法人等への職員の派遣に関する条例の一部を改正する条例
の制定

筑前町技能労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の
一部を改正する条例の制定

筑前町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例の制定

筑前町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例の制定

筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定

（反対討論）河内：住宅用家屋証明申請は、一挙に４倍以上もの値上げとなる条例改正で
ある。

（反対討論）河内：任意団体に過ぎない部落解放同盟への補助金は、到底町民の理解を
得られるものではない。他の任意団体と同様の補助金助成に改めるべきである。
（賛成討論）原口：差別の解消や人権擁護の取り組みは、行政機関だけでなく、各種団体
等との連携が必要である。活動実態の審査や会計指導等が行われており、補助は適切
なものであると考える。

人
　事

適
任

承
認

専
決

同
　意

条
　例

可
　決

補
正
予
算

可
　決

そ
の
他

可
　決

新
年
度
予
算

可
　決

○○○○○○○○○○○○
○○○除斥○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○●○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○

人権擁護委員の推薦
筑前町監査委員の選任

筑前町手数料条例の一部を改正する条例の制定

筑前町固定資産評価審査委員会委員の選任
筑前町教育委員会委員の任命
東小田小学校増築工事請負変更契約の締結

筑前町自転車等の放置防止に関する条例の制定
筑前町農業集落排水事業条例の一部を改正する条例の制定

筑前町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条
例の一部を改正する条例の制定

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及
び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更

筑前町下水道条例の一部を改正する条例の制定

令和６年度筑前町一般会計補正予算（第10号）
筑前町立大刀洗平和記念館条例の一部を改正する条例の制定

令和６年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

令和６年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）
令和６年度筑前町下水道事業会計補正予算（第３号）
令和６年度筑前町水道事業会計補正予算（第１号）

令和７年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算

令和７年度筑前町一般会計予算

令和７年度筑前町国民健康保険事業特別会計予算

令和７年度筑前町後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

令和７年度筑前町下水道事業会計予算
令和７年度筑前町水道事業会計予算
町道の路線認定
町道の路線廃止
町道の路線変更

（反対討論）河内：子育て支援金分が保険税に上乗せして徴収されている。国の施策であ
る子育て支援に係る費用は、国民が納めた税金から支出するのが当然である。医療保
険に上乗せし、新たな国民負担となっている。
（賛成討論）原田邦男：地域住民の健康維持・増進に重要な役割を果たしている国民健康
保険事業は、基金繰り入れを行いながらも安定した財政運営に努めている。重症化予防
や医療費抑制、健康寿命の延伸等を目指した適正な内容となっている。

（反対討論）河内：国民健康保険と同様に、子育て支援分が保険料に上乗せして徴収され
ている。国の施策である子育て支援に係る費用は、国民が納めた税金から支出するの
が当然である。医療保険に上乗せし、新たな国民負担となっている。
（賛成討論）原田宏：町の１人あたりの後期高齢者医療費は、県内で上位に位置している。
被保険者が増加するなど大きな課題を抱えている現状である。保険事業と介護予防の
一体的事業、集団健診や重症化予防などの事業実施により、早期発見・早期治療を促進
し、医療費抑制に努める予算編成となっている。

筑前町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

筑前町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　裕
明

河
内
　直
子

山
本
　久
矢

奥
村
　忠
義

石
丸
時
次
郎

山
本
　一
洋

柳
　
　雅
明

石
橋
　里
美

木
村
　和
彦

原
田
　
　宏

原
口
　博
文

池
松
　和
彦

原
田
　邦
男

区
分

審
議
結
果

令和6年第4回臨時会

筑前町議会議員の議員報酬及び旅費等に関する条例の一部
を改正する条例の制定

筑前町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例の制定
筑前町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定
筑前町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
筑前町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定

可
　決

可
　決

条
　例

補
正
予
算

○●○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

令和６年度筑前町一般会計補正予算（第7号）

議長　石丸時次郎は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　裕
明

河
内
　直
子

山
本
　久
矢

奥
村
　忠
義

山
本
　一
洋

柳
　
　雅
明

石
橋
　里
美

木
村
　和
彦

原
田
　
　宏

原
口
　博
文

池
松
　和
彦

原
田
　邦
男

区
分

審
議
結
果

令和7年第1回臨時会

筑前町緊急物価高騰対策応援事業における配付用新米購入変更契
約の締結承

　認

可
決

可
決

専
　決

補
正
予
算
そ
の
他

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

令和６年度筑前町一般会計補正予算（第８号）

令和６年度筑前町一般会計補正予算（第９号）

工事請負変更契約の締結（筑前町戦跡保存整備工事（掩体壕））

令和６年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）

（反対討論）河内：本臨時会では非常勤職員に関する議案は上程されていない。同じく非
常勤である議員についても上程すべきではない。

○●○○○○○○○○○○○
（反対討論）河内：この補正予算には議員に対する増額予算も含まれている。

令和６年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和６年度筑前町下水道事業会計補正予算（第２号）

議会活動 東小田小学校・中牟田小学校視察

　3月28日（金）文教厚生常任委員会は児童数がここ数年増加している東小田小学校、中牟田
小学校の両校に、4月から使用する、各々2～3教室増設した教室の視察を行いました。それぞ
れ、暖かい光が差し込み、木の温もりがある教室に完成しました。
　子ども達が一層勉強しやすい環境作りに活動していきます。

視察中

東小田小学校 中牟田小学校



（反対討論）河内：長い間の担当者の努力によって、貸付金額もようやく１億円を下回り、
債務者も50人を下回ったが、平成28年度には終了していなければならない事業であ
り、新たな担当者の大きな負担となる。法的措置も含めた対応をすべきであり、早期完
了を目指すべきである。
（賛成討論）池松：新年度予算は、専門知識を持つ弁護士や収納対策アドバイザーの活用
と、面談による納付計画の見直しなどに必要なものであり、貸付金の早期回収のために
効果的かつ適正な予算である。
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議員名

議案名
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山
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議長　石丸時次郎は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

区
分

審
議
結
果

令和7年第1回定例会

筑前町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条
例の制定

筑前町公益法人等への職員の派遣に関する条例の一部を改正する条例
の制定

筑前町技能労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の
一部を改正する条例の制定

筑前町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例の制定

筑前町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例の制定

筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定

（反対討論）河内：住宅用家屋証明申請は、一挙に４倍以上もの値上げとなる条例改正で
ある。

（反対討論）河内：任意団体に過ぎない部落解放同盟への補助金は、到底町民の理解を
得られるものではない。他の任意団体と同様の補助金助成に改めるべきである。
（賛成討論）原口：差別の解消や人権擁護の取り組みは、行政機関だけでなく、各種団体
等との連携が必要である。活動実態の審査や会計指導等が行われており、補助は適切
なものであると考える。

人
　事

適
任

承
認

専
決

同
　意

条
　例

可
　決

補
正
予
算

可
　決

そ
の
他

可
　決

新
年
度
予
算

可
　決

○○○○○○○○○○○○
○○○除斥○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○●○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○

人権擁護委員の推薦
筑前町監査委員の選任

筑前町手数料条例の一部を改正する条例の制定

筑前町固定資産評価審査委員会委員の選任
筑前町教育委員会委員の任命
東小田小学校増築工事請負変更契約の締結

筑前町自転車等の放置防止に関する条例の制定
筑前町農業集落排水事業条例の一部を改正する条例の制定

筑前町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条
例の一部を改正する条例の制定

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及
び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更

筑前町下水道条例の一部を改正する条例の制定

令和６年度筑前町一般会計補正予算（第10号）
筑前町立大刀洗平和記念館条例の一部を改正する条例の制定

令和６年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

令和６年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）
令和６年度筑前町下水道事業会計補正予算（第３号）
令和６年度筑前町水道事業会計補正予算（第１号）

令和７年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算

令和７年度筑前町一般会計予算

令和７年度筑前町国民健康保険事業特別会計予算

令和７年度筑前町後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

令和７年度筑前町下水道事業会計予算
令和７年度筑前町水道事業会計予算
町道の路線認定
町道の路線廃止
町道の路線変更

（反対討論）河内：子育て支援金分が保険税に上乗せして徴収されている。国の施策であ
る子育て支援に係る費用は、国民が納めた税金から支出するのが当然である。医療保
険に上乗せし、新たな国民負担となっている。
（賛成討論）原田邦男：地域住民の健康維持・増進に重要な役割を果たしている国民健康
保険事業は、基金繰り入れを行いながらも安定した財政運営に努めている。重症化予防
や医療費抑制、健康寿命の延伸等を目指した適正な内容となっている。

（反対討論）河内：国民健康保険と同様に、子育て支援分が保険料に上乗せして徴収され
ている。国の施策である子育て支援に係る費用は、国民が納めた税金から支出するの
が当然である。医療保険に上乗せし、新たな国民負担となっている。
（賛成討論）原田宏：町の１人あたりの後期高齢者医療費は、県内で上位に位置している。
被保険者が増加するなど大きな課題を抱えている現状である。保険事業と介護予防の
一体的事業、集団健診や重症化予防などの事業実施により、早期発見・早期治療を促進
し、医療費抑制に努める予算編成となっている。

筑前町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

筑前町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　裕
明

河
内
　直
子

山
本
　久
矢

奥
村
　忠
義

石
丸
時
次
郎

山
本
　一
洋

柳
　
　雅
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石
橋
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木
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　和
彦

原
田
　
　宏

原
口
　博
文

池
松
　和
彦

原
田
　邦
男

区
分

審
議
結
果

令和6年第4回臨時会

筑前町議会議員の議員報酬及び旅費等に関する条例の一部
を改正する条例の制定

筑前町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例の制定
筑前町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定
筑前町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
筑前町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定

可
　決

可
　決

条
　例

補
正
予
算

○●○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

令和６年度筑前町一般会計補正予算（第7号）

議長　石丸時次郎は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　裕
明

河
内
　直
子

山
本
　久
矢

奥
村
　忠
義

山
本
　一
洋

柳
　
　雅
明

石
橋
　里
美

木
村
　和
彦

原
田
　
　宏

原
口
　博
文

池
松
　和
彦

原
田
　邦
男

区
分

審
議
結
果

令和7年第1回臨時会

筑前町緊急物価高騰対策応援事業における配付用新米購入変更契
約の締結承

　認

可
決

可
決

専
　決

補
正
予
算
そ
の
他

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

令和６年度筑前町一般会計補正予算（第８号）

令和６年度筑前町一般会計補正予算（第９号）

工事請負変更契約の締結（筑前町戦跡保存整備工事（掩体壕））

令和６年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）

（反対討論）河内：本臨時会では非常勤職員に関する議案は上程されていない。同じく非
常勤である議員についても上程すべきではない。

○●○○○○○○○○○○○
（反対討論）河内：この補正予算には議員に対する増額予算も含まれている。

令和６年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和６年度筑前町下水道事業会計補正予算（第２号）

議会活動 東小田小学校・中牟田小学校視察

　3月28日（金）文教厚生常任委員会は児童数がここ数年増加している東小田小学校、中牟田
小学校の両校に、4月から使用する、各々2～3教室増設した教室の視察を行いました。それぞ
れ、暖かい光が差し込み、木の温もりがある教室に完成しました。
　子ども達が一層勉強しやすい環境作りに活動していきます。

視察中

東小田小学校 中牟田小学校
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公
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な

管
理
体
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築
や
案
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を

公園遊具の管理体制の充実を
システム導入を調査研究していく

石
橋
　南
部
運
動
公
園
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
遊
具
は
、

イ
ン
ク
ル
ー
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ブ
機
能
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65
歳
以
上
の
登
録
者
は
。

福
祉
課
長
　サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

事
業
は
10
名
中
７
名
、か
せ
し

隊
は
30
名
中
27
名
。

石
橋
　介
護
予
防
に
関
す
る

取
り
組
め
る
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や

し
、活
動
で
き
る
方
の
裾
野
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

福
祉
課
長

　ボ
ラ
ン
ティ
ア
す

る
側
と
受
け
る
側
の
ニ
ー
ズ
の

マッ
チ
ン
グ
が
で
き
な
い
と
、介
護

予
防
ボ
ラ
ン
ティ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
は
う
ま
く
は
い
か
な
い
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
、か
せ
し
隊

や
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

事
業
等
の
周
知
、啓
発
を
行
い

推
進
し
た
い
。

石
橋

　設
置
か
ら
数
ケ
月
し

か
経
っ
て
い
な
い
の
に
不
具
合

が
生
じ
て
い
る
。保
守
管
理
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　遊
具
の
点

検
は
、職
員
に
よ
る
不
定
期
点

検
の
ほ
か
、専
門
業
者
に
よ
る

定
期
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

石
橋
　き
め
細
か
な
管
理
体

制
の
構
築
や
案
内
を
す
べ
き

で
は
。

都
市
計
画
課
長
　住
民
か
ら

の
遊
具
の
破
損
報
告
を
受
け

付
け
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

インクルーシブ遊具 （南部公園）

※一般質問に関する記事は質問者自身で作成しています。

発言の全内容（録画配信）は下記のＱＲコードからアクセスできます。

町政の が きたい！こ こ 聞
一般
質問

◆ 石橋　里美 議員　　　　　　　Ｐ11
・ 南部運動公園の遊具について
・ 介護予防ボランティアポイント制度について

◆ 河内　直子 議員　　　　　　　Ｐ13
・ 学校給食の無償化を
・ 就学援助の内容を充実させるべきでは
・ 住居表示の整備に取り組むべきではないか
・ 短期保険証廃止に伴う対応は

◆ 池松　和彦 議員　　　　　　　Ｐ12
・ 教員のなり手不足について
・ 筑前町創立記念日について

３月議会定例会では、３名の議員が一般
質問を行い、町政全般の現状や方針に
ついて報告・説明を求めました。

3月定例会
ライブ配信アクセス数
108件

議会映像の
配信は
こちらから

令和7年6月定例会日程（予定）

6月6日（金）～6月13日（金）

6月10日（火）・11日（水）
一般質問

一般質問通告書は、５月29日頃、ホームページで公開
する予定です。支所窓口や議会事務局でも配布して
います。

※日程は変更になる場合があります

議 員

いし ばし さと み

石橋 里美
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公
園
遊
具
の
細
や
か
な

管
理
体
制
の
構
築
や
案
内
を

公園遊具の管理体制の充実を
システム導入を調査研究していく

石
橋
　南
部
運
動
公
園
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
遊
具
は
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
機
能
が
備

わ
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　ベル
パ
ネ
ル

と
メ
ロ
ディ
パ
ネ
ル
の
２
つ
が
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
。

石
橋
　イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
機

能
が
備
わ
っ
た
遊
具
で
あ
る

こ
と
や
遊
び
方
の
案
内
を
す

べ
き
で
は
。

都
市
計
画
課
長
　町
広
報
紙

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
案

内
し
て
い
く
。

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

石
橋
　本
町
の
介
護
予
防
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
に

類
似
す
る
事
業
は
。

福
祉
課
長
　介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
事
業
や
住
民
参
加

型
有
償
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

（
通
称
か
せ
し
隊
）が
あ
る
。

石
橋
　そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の

65
歳
以
上
の
登
録
者
は
。

福
祉
課
長
　サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

事
業
は
10
名
中
７
名
、か
せ
し

隊
は
30
名
中
27
名
。

石
橋
　介
護
予
防
に
関
す
る

取
り
組
め
る
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や

し
、活
動
で
き
る
方
の
裾
野
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

福
祉
課
長

　ボ
ラ
ン
ティ
ア
す

る
側
と
受
け
る
側
の
ニ
ー
ズ
の

マッ
チ
ン
グ
が
で
き
な
い
と
、介
護

予
防
ボ
ラ
ン
ティ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
は
う
ま
く
は
い
か
な
い
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
、か
せ
し
隊

や
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

事
業
等
の
周
知
、啓
発
を
行
い

推
進
し
た
い
。

石
橋

　設
置
か
ら
数
ケ
月
し

か
経
っ
て
い
な
い
の
に
不
具
合

が
生
じ
て
い
る
。保
守
管
理
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　遊
具
の
点

検
は
、職
員
に
よ
る
不
定
期
点

検
の
ほ
か
、専
門
業
者
に
よ
る

定
期
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

石
橋
　き
め
細
か
な
管
理
体

制
の
構
築
や
案
内
を
す
べ
き

で
は
。

都
市
計
画
課
長
　住
民
か
ら

の
遊
具
の
破
損
報
告
を
受
け

付
け
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

インクルーシブ遊具 （南部公園）

※一般質問に関する記事は質問者自身で作成しています。

発言の全内容（録画配信）は下記のＱＲコードからアクセスできます。

町政の が きたい！こ こ 聞
一般
質問

◆ 石橋　里美 議員　　　　　　　Ｐ11
・ 南部運動公園の遊具について
・ 介護予防ボランティアポイント制度について

◆ 河内　直子 議員　　　　　　　Ｐ13
・ 学校給食の無償化を
・ 就学援助の内容を充実させるべきでは
・ 住居表示の整備に取り組むべきではないか
・ 短期保険証廃止に伴う対応は

◆ 池松　和彦 議員　　　　　　　Ｐ12
・ 教員のなり手不足について
・ 筑前町創立記念日について

３月議会定例会では、３名の議員が一般
質問を行い、町政全般の現状や方針に
ついて報告・説明を求めました。

3月定例会
ライブ配信アクセス数
108件

議会映像の
配信は
こちらから

令和7年6月定例会日程（予定）

6月6日（金）～6月13日（金）

6月10日（火）・11日（水）
一般質問

一般質問通告書は、５月29日頃、ホームページで公開
する予定です。支所窓口や議会事務局でも配布して
います。

※日程は変更になる場合があります

議 員

いし ばし さと み

石橋 里美
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新
議
会
体
制

臨
時
会・定
例
会
予
算
審
査
特
別
委
員
会
議
決
結
果・議
会
活
動

一
般
質
問

高
校
生
議
会

池
松
　
昨
今
、様
々
な
業
界

で
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る

事
が
多
い
。筑
前
町
の
教
員

数
に
不
足
は
無
い
か
。

教
育
課
長
　
令
和
６
年
４
月

の
段
階
で
は
必
要
な
教
員
の

配
置
は
で
き
て
い
た
が
、年
度

途
中
か
ら
の
休
暇
等
に
よ
る

代
替
職
員
の
配
置
が
で
き
ず
、

現
在
２
名
の
欠
員
が
生
じ
て
い

る
。

池
松
　
理
想
で
は
町
内
出
身

の
先
生
が
子
ど
も
達
を
教
え

て
い
け
れ
ば
良
い
と
思
う
。

　
地
元
の
教
員
を
増
や
し
て

行
く
為
に
は
大
学
生
た
ち
が

教
職
を
取
る
必
要
が
あ
る

が
、近
年
の
教
育
実
習
生
の
数

は
。

教
育
課
長
　
本
年
度
は
小
学

校
２
名
、中
学
校
５
名
で
、令

和
元
年
以
降
、毎
年
３
名
か
ら

10
名
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

池
松
　
カ
ス
ハ
ラ
や
保
護
者

対
応
の
厳
し
さ
等
で
教
師
の

疲
弊
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
お

り
、教
員
を
目
指
す
子
ど
も

達
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
る
。教
師
を
夢
見

る
子
供
た
ち
を
増
や
す
試
み

を
期
待
し
た
い
が
。

教
育
長
　
自
分
に
親
身
に
な
っ

て
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
先
生
と

の
出
会
い
が
教
員
に
な
り
た
い

と
の
夢
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。教
育
委
員
会
と
し
て
は

先
生
方
の
人
材
育
成
と
働
き

方
改
革
の
両
輪
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

池
松
　
私
と
し
て
は
３
月
22

日
を「
感
謝
の
日
」と
位
置
付

け
て
、郷
土
を
愛
す
る
心
を
育

む
日
、身
近
な
人
に
感
謝
す
る

日
、先
生
方
の
謝
恩
会
の
日
な

ど
の
意
味
を
持
た
せ
る
事
が

で
き
た
ら
良
い
と
考
え
て
い

る
。今
後
合
併
記
念
日
の
周

知
を
し
て
い
く
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

総
務
課
長
　
手
法
は
検
討
し

た
い
が
周
知
は
図
っ
て
い
き
た

い
。

教
員
の
な
り
手
不
足

池
松
　
こ
の一年
間
、20
周
年

で
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
が

あ
っ
た
。３
月
22
日
を
記
念
日

と
し
て
設
定
し
て
は
。

総
務
課
長
　
３
月
22
日
は
合

併
記
念
日
と
し
て
い
る
。毎
年

の
事
業
は
考
え
て
い
な
い
が
、

ま
た
今
後
の
こ
と
も
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、今
回
の
よ
う
に
10

年
ご
と
の
節
目
で
の
事
業
計

画
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。 筑

前
町
創
立
記
念
日

３月２２日は合併記念日

議 員

いけ まつ かず ひこ

池松 和彦地元の教員を増やしていくには
子どもに寄り添える時間とゆとりが必要

河
内
　
国
が
定
め
る
給
食
費

の
無
償
の
制
度
化
に
向
け
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
中
、制

度
化
に
至
る
ま
で
、基
金
の
積

立
で
は
な
く
給
食
費
の
無
償

化
に
向
け
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
が
。

教
育
課
長
　
学
校
給
食
の
費

用
は
１
億
５
千
万
円
と
試
算

し
て
お
り
、経
常
的
に
町
で
負

担
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
厳
し

い
た
め
、国
の
助
成
が
不
可
欠

と
考
え
る
。給
食
の
無
償
化
に

係
る
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、令
和
７
年
度
は
、国
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
措
置
を
受

け
、半
額
の
助
成
を
行
う
。

河
内
　
国
の
支
給
基
準
に

入
っ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費・ク

ラ
ブ
活
動
費・生
徒
会
費
に
つ

い
て
は
速
や
か
に
支
給
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
課
長
　
今
後
、部
活
動
の

地
域
連
携
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

維
持
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
状
況
か
ら
、支
給
内
容
と
す

る
か
ど
う
か
研
究
し
て
い
く
。

給食費の無償化の早期実現を
国助成が不可欠。動向を注視していく

で
き
る
所
か
ら

　
　住
居
表
示
の
整
備
を

基
金
積
立
で
は
な
く

　
　
　給
食
費
の
無
償
化

就
学
援
助
の

　
　支
給
内
容
の
充
実
を

河
内
　
筑
前
町
の
場
合
、現

在
の
番
地
が
家
並
み
通
り
に

並
ん
で
い
れ
ば
い
い
が
、地
域

に
よ
っ
て
は
隣
の
家
と
い
う

の
に
、番
地
が
10
番
台
か
ら
い

き
な
り
１
０
０
０
番
台
に
な

る
な
ど
、非
常
に
飛
ん
で
い
た

り
大
変
判
り
に
く
く
な
っ
て

い
る
。住
居
表
示
の
整
備
は一

つ
の
団
地
、区
域
に
な
っ
て
い

る
所
か
ら
で
も
少
し
ず
つ
手

を
つ
け
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

総
務
課
長
　
ま
ず
研
究
を
行

い
、必
要
に
応
じ
た
対
応
を
今

後
し
て
い
き
た
い
。

町
長
　
地
番
の
整
理
は
極
め

て
重
要
。今
後
新
た
な
、団
地

等
が
で
き
た
場
合
は
、整
理
を

や
っ
て
い
く
の
が
、現
実
的
な
対

応
と
思
う
。

短
期
保
険
証
廃
止
に

　
　
　
　
　伴
う
対
応
は

河
内
　
短
期
保
険
証
が
廃
止

さ
れ
特
別
療
養
費
の
支
給
と

な
る
。こ
れ
ま
で
、短
期
保
険

証
で
医
療
を
受
け
て
い
た
方

へ
の
対
応
は
。

健
康
課
長
　
滞
納
者
の
状
況

把
握
と
と
も
に
制
度
周
知
、説

明
に
努
め
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

河
内
　
特
別
療
養
費
の
支
給

と
な
っ
た
世
帯
の
子
ど
も
へ
の

対
応
は
。

健
康
課
長
　
高
校
生
年
代
ま

で
に
つ
い
て
は
、対
象
か
ら
は
除

外
す
る
方
針
で
考
え
て
い
る
。

議 員

なおか わ ち こ

河内 直子
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新
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会・定
例
会
予
算
審
査
特
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委
員
会
議
決
結
果・議
会
活
動

一
般
質
問

高
校
生
議
会

池
松
　
昨
今
、様
々
な
業
界

で
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る

事
が
多
い
。筑
前
町
の
教
員

数
に
不
足
は
無
い
か
。

教
育
課
長
　
令
和
６
年
４
月

の
段
階
で
は
必
要
な
教
員
の

配
置
は
で
き
て
い
た
が
、年
度

途
中
か
ら
の
休
暇
等
に
よ
る

代
替
職
員
の
配
置
が
で
き
ず
、

現
在
２
名
の
欠
員
が
生
じ
て
い

る
。

池
松
　
理
想
で
は
町
内
出
身

の
先
生
が
子
ど
も
達
を
教
え

て
い
け
れ
ば
良
い
と
思
う
。

　
地
元
の
教
員
を
増
や
し
て

行
く
為
に
は
大
学
生
た
ち
が

教
職
を
取
る
必
要
が
あ
る

が
、近
年
の
教
育
実
習
生
の
数

は
。

教
育
課
長
　
本
年
度
は
小
学

校
２
名
、中
学
校
５
名
で
、令

和
元
年
以
降
、毎
年
３
名
か
ら

10
名
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

池
松
　
カ
ス
ハ
ラ
や
保
護
者

対
応
の
厳
し
さ
等
で
教
師
の

疲
弊
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
お

り
、教
員
を
目
指
す
子
ど
も

達
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
る
。教
師
を
夢
見

る
子
供
た
ち
を
増
や
す
試
み

を
期
待
し
た
い
が
。

教
育
長
　
自
分
に
親
身
に
な
っ

て
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
先
生
と

の
出
会
い
が
教
員
に
な
り
た
い

と
の
夢
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。教
育
委
員
会
と
し
て
は

先
生
方
の
人
材
育
成
と
働
き

方
改
革
の
両
輪
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

池
松
　
私
と
し
て
は
３
月
22

日
を「
感
謝
の
日
」と
位
置
付

け
て
、郷
土
を
愛
す
る
心
を
育

む
日
、身
近
な
人
に
感
謝
す
る

日
、先
生
方
の
謝
恩
会
の
日
な

ど
の
意
味
を
持
た
せ
る
事
が

で
き
た
ら
良
い
と
考
え
て
い

る
。今
後
合
併
記
念
日
の
周

知
を
し
て
い
く
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

総
務
課
長
　
手
法
は
検
討
し

た
い
が
周
知
は
図
っ
て
い
き
た

い
。

教
員
の
な
り
手
不
足

池
松
　
こ
の一年
間
、20
周
年

で
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
が

あ
っ
た
。３
月
22
日
を
記
念
日

と
し
て
設
定
し
て
は
。

総
務
課
長
　
３
月
22
日
は
合

併
記
念
日
と
し
て
い
る
。毎
年

の
事
業
は
考
え
て
い
な
い
が
、

ま
た
今
後
の
こ
と
も
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、今
回
の
よ
う
に
10

年
ご
と
の
節
目
で
の
事
業
計

画
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。 筑

前
町
創
立
記
念
日

３月２２日は合併記念日

議 員

いけ まつ かず ひこ

池松 和彦地元の教員を増やしていくには
子どもに寄り添える時間とゆとりが必要

河
内
　
国
が
定
め
る
給
食
費

の
無
償
の
制
度
化
に
向
け
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
中
、制

度
化
に
至
る
ま
で
、基
金
の
積

立
で
は
な
く
給
食
費
の
無
償

化
に
向
け
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
が
。

教
育
課
長
　
学
校
給
食
の
費

用
は
１
億
５
千
万
円
と
試
算

し
て
お
り
、経
常
的
に
町
で
負

担
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
厳
し

い
た
め
、国
の
助
成
が
不
可
欠

と
考
え
る
。給
食
の
無
償
化
に

係
る
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、令
和
７
年
度
は
、国
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
措
置
を
受

け
、半
額
の
助
成
を
行
う
。

河
内
　
国
の
支
給
基
準
に

入
っ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費・ク

ラ
ブ
活
動
費・生
徒
会
費
に
つ

い
て
は
速
や
か
に
支
給
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
課
長
　
今
後
、部
活
動
の

地
域
連
携
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

維
持
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
状
況
か
ら
、支
給
内
容
と
す

る
か
ど
う
か
研
究
し
て
い
く
。

給食費の無償化の早期実現を
国助成が不可欠。動向を注視していく

で
き
る
所
か
ら

　
　住
居
表
示
の
整
備
を

基
金
積
立
で
は
な
く

　
　
　給
食
費
の
無
償
化

就
学
援
助
の

　
　支
給
内
容
の
充
実
を

河
内
　
筑
前
町
の
場
合
、現

在
の
番
地
が
家
並
み
通
り
に

並
ん
で
い
れ
ば
い
い
が
、地
域

に
よ
っ
て
は
隣
の
家
と
い
う

の
に
、番
地
が
10
番
台
か
ら
い

き
な
り
１
０
０
０
番
台
に
な

る
な
ど
、非
常
に
飛
ん
で
い
た

り
大
変
判
り
に
く
く
な
っ
て

い
る
。住
居
表
示
の
整
備
は一

つ
の
団
地
、区
域
に
な
っ
て
い

る
所
か
ら
で
も
少
し
ず
つ
手

を
つ
け
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

総
務
課
長
　
ま
ず
研
究
を
行

い
、必
要
に
応
じ
た
対
応
を
今

後
し
て
い
き
た
い
。

町
長
　
地
番
の
整
理
は
極
め

て
重
要
。今
後
新
た
な
、団
地

等
が
で
き
た
場
合
は
、整
理
を

や
っ
て
い
く
の
が
、現
実
的
な
対

応
と
思
う
。

短
期
保
険
証
廃
止
に

　
　
　
　
　伴
う
対
応
は

河
内
　
短
期
保
険
証
が
廃
止

さ
れ
特
別
療
養
費
の
支
給
と

な
る
。こ
れ
ま
で
、短
期
保
険

証
で
医
療
を
受
け
て
い
た
方

へ
の
対
応
は
。

健
康
課
長
　
滞
納
者
の
状
況

把
握
と
と
も
に
制
度
周
知
、説

明
に
努
め
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

河
内
　
特
別
療
養
費
の
支
給

と
な
っ
た
世
帯
の
子
ど
も
へ
の

対
応
は
。

健
康
課
長
　
高
校
生
年
代
ま

で
に
つ
い
て
は
、対
象
か
ら
は
除

外
す
る
方
針
で
考
え
て
い
る
。

議 員

なおか わ ち こ

河内 直子
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将来筑前町を背負う高校生  との意見交換会
　2025年度に予定しています「高校生議会」開催に向けて2024年12月、2025年3月に夜須中、
三輪中卒業の現役高校生10名と議員とのテーマ別意見交換会を実施いたしました。

　「町づくり」「政治」について多くの意見が出され町の活性化になる貴重な若者の意見がだされま
した。
　約2時間程度の限られた時間の中で高校生と議員の間での活発な意見交換ができ「高校生議会」
の開催に向けて更に研鑽を重ねることといたします。

　参加いただきました現役高校生の皆さん。
　勉学、クラブ活動等で忙しい中貴重な意見を有
難うございました。皆さんと一緒に身近な議会を作
りあげましょう。

　一番身近な「教育」分野では肌身に感じられてい
る生の意見がだされ、また将来像を描く「ライフプ
ラン」においても環境整備等の問題提起がなされ、
貴重な声を聞くことができました。

総務建設常任委員会意見交換会

文教厚生常任委員会意見交換会

1.テーマ： 町づくり
・地域のイベントや関りが少なくなっている。
・小中学生の時は、見守り隊の方と挨拶して
いたが、高校生は帰宅時間が遅く、挨拶と
かする機会がなくなった。
・高校生（若者）と高齢者や地域との交流の
機会を。
・祖母が一人暮らしをしている。買物や掃除
などのボランティアをしたいと考えている。
高校生でも参加できるようなものができな
いか。
・朝倉東高のビジネス課は㈱Ｅａｓｔｅｒ ｌｎｃを
経営し、商品開発（ドレッシング等）を行っ
ている。筑前町で販売する場所を確保して
ほしい。
・ビジネス課では、経営学を勉強していると
思うので、町は、若者の起業支援をしている
のか質問、提案をしては？と助言。

1.テーマ： 教育

・「学校の校則」は現代に合わせ、変えていい
のでは。
・「意見ボックス」があり、意見はできる。
・校舎の雨漏りが長年放置、補修を。
・「学区制」があり、希望する学校に行けず弾
力的運用を。

2.テーマ： 政治について
・選挙には高齢者は義務と考え行く人が多
いが、若者が少ない。
・IT活用した投票ができないか。
・中学生の時、選挙や議会について触れる機
会がなかった。体験や学習の機会は作れな
いか。
・昭和学園高校では、模擬選挙が行われた
ことがある。

2.テーマ： ライフプラン
・高齢者施設へ園児等が定期訪問する事
が高齢者は元気になる。
・SNS等を利用して、情報発信力を高める
べき。
・食の商品種類を増加して町の知名度を
アップ。
・「ちくちゃん」バスのバス停増加、高校生も
乗れる時間帯運行を。

高校生議員として委嘱した生徒さんは下記の通りです。（順不同 ・ 敬称略）

・稲葉 志織さん・篠﨑 眞希さん・早田 美乃さん・大村 優生さん・倉掛 雅之さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……三輪中出身

いな ば しのざき はや た おおむら くらかけ まさゆきゆ きよし のま きし  おり

・下片野 紗矢さん・平本 咲空さん・堤 陽菜乃さん・中野 紗愛さん・間 由菜さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……夜須中出身

しもかた の さ  や ひらもと つつみ なか の はざま ゆ なさ なひ な のさ ら

かかわ
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私たちの町を守る消防団 !

筑前町議会だより CHIKUZEN
GIKAI DAYORI

バックナンバー
はこちらから

第76号
2025.５

　戦
後
80
年
。私
の
実
家
が
あ
る
安
野

は
当
時
大
刀
洗
北
飛
行
場
で
、祖
父
は

戦
後
の
開
拓
で
入
植
さ
れ
た
28
戸
の
う

ち
の
一
人
で
し
た
。滑
走
路
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
上
に
家
も
牛
舎
も
あ
り
ま

す
。子
供
の
頃
は
祖
母
か
ら
よ
く
当
時

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
若
い
う
ち
の
苦

労
は
買
っ
て
で
も
」の
言
葉
が
記
憶
に
あ

り
ま
す
。３
月
22
日
は
筑
前
町
20
周
年

で
し
た
。普
段
気
づ
か
な
い
先
人
た
ち

や
、身
近
な
方
の
働
き
の
上
に
現
在
の

我
々
の
生
活
が
あ
り
ま
す
。時
に
は
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　暑
さ
寒
さ
は
毎
年
あ
る
が
今
を
頑

張
る
私
た
ち
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
池
松

　和
彦
）

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議

　
　長

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

石
丸
時
次
郎

池
松

　和
彦

原
田

　邦
男

原
口

　博
文

原
田

　
　宏

石
橋

　里
美

河
内

　直
子

編
集

後
記

新議会体制
臨時会・3月定例会
予算審査特別委員会
議決結果・議会活動
町政を問う　一般質問
高校生議会

P2～
P4～
P6～
P8～
P10～
P14～

年４回発行
５月・８月・11月・２月 「消防団と一緒に町の安全・安心を守りましょう！」

火災・災害は常に突然身近に起こります。
常日頃から防災意識をもちましょう。

　表紙は2025年1月26日（日）に実施されました「文
化財防火デー模擬訓練」（栗田区松峡八幡宮境内）の
様子です。
　近年消防団員数が減少している中で消防団員（女
性消防団員を含め）の皆さんは「自分たちの町は自分
たちで守るという」理念のもと日夜仕事に従事しなが
ら地域のために火災や災害に活動されています。
　皆さんの近くで火災や災害が起きたら、一早く駆
けつけてくれる消防車・消防団員は頼りの綱です。
　現在、定員が290名に対し219名（令和7年2月現
在）と人員不足の中、奮闘しております。

　戦争の悲惨さと平和の大切さを後世に語り継ぐ町として、大刀
洗飛行場の戦跡である掩体壕（筑前町高上）の整備を行い令和7
年3月24日に落成式が行われました。平和のメッセージを発信す
る拠点として大刀洗平和記念館（平成21年開館）に次ぐ施設で、
多くの犠牲のうえに今日の平和があることを感謝し、今後も平和
を願う町としてあり続ける事を願うものです。

令和６年度幹部の皆さん

※掩体壕（えんたいごう）とは太平洋戦争中、敵の攻撃から飛行機、
物資や人員を守るための施設で当町の掩体壕はかまぼこ型の屋
根がある有蓋掩体壕であり、大刀洗飛行場の軍用飛行機を格納
していた施設。

ゆうがいえんたいごう

松﨑  博美さん
まつざき ひろ み

班　長

組坂  孝治さん
くみさか こう じ

指令長
藤井  勝さん
ふじ い まさる

団　長

金子  毅さん
かね こ つよし

司令長

古賀  武人さん
こ が たけ と

副団長

飯田  翔子さん
いい だ しょうこ

副班長

掩体壕落成式


